
 

久留米リハビリテーション病院でリハビリテーションを受けた患者さんへ 

 

当院では，より良いリハビリテーションを行うことを目的として，当院でリハビリテーションを受けた患者

様の診療データを用いた研究を行っております。 

 

以下の研究を行う予定ですが，ご自分の診療データを使用して欲しくない場合は，下記の研究窓口に令和 8

年 7 月 31 日までにご連絡ください。「データを使用して欲しくない」ことをご希望されても，今後の診療等

においてあなたの不利益になることは一切ございません。ご連絡をいただかなかった場合，ご了承頂いたもの

とさせていただきます。 

 

【研究テーマ】 

当院入院患者における下肢装具作製後のフォローアップに至らなかった患者の傾向 

 

【研究の実施機関】 

医療法人かぶとやま会 久留米リハビリテーション病院 

 

【研究代表者】 

池田 悠真（理学療法士） 

 

【研究の動機・意義】 

装具は身体障害のある方にとって，日常生活や社会生活を送るうえで不可欠な物です。しかし，不適切な

装具使用し続けている方や，装具の破損などについてどこに相談をするべきか分からない方が多くいるとい

う状況が指摘されています。また，下肢装具の作製後は，退院後に定期的なフォローアップを行うことが重

要だと報告されていますが，充分に実施できていないことが厚生労働省から報告されています。当院では装

具外来を開設しており，周辺地域の下肢装具使用者のフォローアップの役割を担っていますが，装具のフォ

ローアップを全作製者に行えていないのが現状です。 

 

【研究の目的】 

当院入院患者における下肢装具作製後のフォローアップに至らなかった患者の傾向を明らかにすること

で業務改善に繋げ，装具フォローアップ者を増やすことができることを目的とします。  

 

【研究の対象者】 

  2025年 1月～2025年 12月に医療法人かぶとやま会 久留米リハビリテーション病院入院中に下肢装具を

作製した脳血管疾患患者を対象とします。 

 

【研究の方法】 

  この研究は，医療法人かぶとやま会研究倫理委員会の承認を受け実施するものです。これまでの診療でカ

ルテに記載された診療情報やリハビリテーションの内容などのデータを収集して分析する研究です。患者さ

んにあらたにご負担いただくことはありません。 

 

【個人情報の保護】 

  この研究で用いられるデータは，外部に漏洩することのないよう慎重に取り扱います。あなたの診療情報

（データ）は分析する前に，氏名・住所・生年月日等の個人情報を削除し，代わりに新しい符号をつけ，ど

なたのデータか分からないようにした上で，研究代表者の池田悠真がパスワードロック機能のついたパソコ

ンで管理します。今回収集したデータは，研究の目的以外に使用いたしません。 

 

【研究結果の公表】 

  研究結果は，個人が特定できない形式で学会等において発表されます。収集したデータは厳密な管理の下，

3 年間保存されます。研究データを統計データとしてまとめたものについては，お問い合わせがあれば開示

いたしますので下記までご連絡ください。 



 

 

【利益相反】 

  本研究に関して，開示すべき利益相反関係はありません。なお，あなたへの謝金はございません。 

 

 

2026 年 6 月 

 

【お問い合わせ先】 

  医療法人かぶとやま会久留米リハビリテーション病院 

  リハビリテーションセンター 

    理学療法士   池田 悠真 

    理学療法士  今村 純平 

  住所：福岡県久留米市山本町豊田１８８７ 

  電話：0942-43-8033 

  メール：k-rehacenter@ktarn.jp 

   

 


